研究論文 複数言語環境にある親子はことばを学ぶことをどのように捉えているか 複数のことばに対する意味付けの変容過程から探ることばの教育の可能性 by 本間 祥子
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調査の対象は，小学校 2 年生の児童 Y（以下，Y）とその母親である。Y は，日本生まれ
の子どもであり，日本の幼稚園を卒園し現在は国内の公立小学校に通っている。英語話者の
両親と妹をもち，家庭では英語，学校では日本語を使用している。筆者は，Y が 1 年生で
あった 2010 年 10 月から 2012 年 3 月にいたるまで在籍クラスでの入り込み支援（国語）
と，放課後の個別支援を週に一度ずつ行っている。JSL バンドスケール（川上，2004）に
もとづき，Y の日本語能力の変容過程を表 1 に示した。 
表 1．Yの日本語能力の変容 
測定日 聞く 話す 読む 書く 
2010. 07. 02 4-5 4-5 2-3 3 
2011. 02. 07 5 4-5 3-4 3-4 
2011. 07. 19 5-6 5 4 4 
2011. 09. 28 5 5 4 4 







































た 2010 年 10 月から 2011 年 7 月までの約 9 ヵ月間を第一期，続く 2011 年 8 月から 2012




3．1．第一期（小学校 1年生 10月から小学校 2年生 7月まで） 
3．1．1．第一期：日本語に対する意味付け 
（1）Y にとっての日本語の意味―自己実現に不可欠なことば 




いる，などのことである。以下は，そのような Y の様子の一例である。 
 




































































































































いのは，小学校 3 年生からみたい。だから，小学校 2 年生くらいまでは日本の学
校でも大丈夫だと思って。せっかく日本にいるから，日本語を覚えるチャンスを無
駄にしてほしくないと思って。…来年（Y が小学校 3 年生になる）からは，□□





という小学校 3 年生には，現地の小学校に Y を転校させるという将来の計画をもっている
こともわかる。このようなことから，Y がこれから生きていくうえで軸になることばとは，
あくまでも英語であるという両親の教育戦略をうかがうことができる。 









る自信に繋がり，このような Y の気持ちを後押ししているようだった。この Y を取り巻く


















































































【エピソード 3】《状況》個別支援において何をするかを話し合っている。前回 Y は，自
分が日本の友達を忘れないようにと皆から何か思い出に残るものを集めたいと話していた。
どのように具体的な活動を進めるかの詳細を話し合っている。 














う。 （2011/10/19 放課後の個別支援） 
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